
令和５年１０月 加茂市長定例記者会見 

令和５年１０月４日（水）１０：００～ 

 

内 容 

 

1. 加茂市立小中学校適正化方針の骨子・・・・・・・・・・庶務課 

・小中学校の適正規模・適正配置、小中学校の再配置の基本的方針 

 

2. マチミチ study現地勉強会 in加茂の開催 ・・・・・・・総務課 

・国土交通省と加茂市との共催 

・「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくり推進のための取組 

 

3. 加茂市都市計画マスタープラン地域別懇談会・・・・・・・建設課 

・地域の特性を生かした地域別構想策定のためのワークショップ 

 

4. フリーマーケット「カモフリマ」・・・・・・・・・・・・環境課 

・10月 7日 加茂市産業センターで開催、55ブースが出店 

・縁日ブース、工作ブース、飲食ブース、キッチンカー出店 

 

5. 健康ウォーク・・・・・・・・・・・・・・・・・・・健康福祉課 

・10月 22日 七谷地域をウォーキング、無料臨時バスあり 

 

6. 「カモナイトバザール」第２弾・・・・・・・・・・・商工観光課 

・10月 20日 17時～21時 会場は上町商店街 

・加茂商工会議所が主催 

 

7. 加茂市集落支援員の委嘱・・・・・・・・・・・・・・社会教育課 

・鶴巻由加里さん 加茂市第 1号、七谷の課題解決と活性化 

 

8. 電子申請システムの共同利用開始・・・・・・・・・・・・総務課 

・電子申請システム e-TUMO APPLY、10月 1日から申請受付開始 

・新潟県、県内 12市町での共同利用 
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１．加茂市立小中学校適正化方針の骨子について 

 

この度、加茂市教育委員会が「加茂市立小中学校適正化方針の骨子」

を策定し、9月 28日に市のホームページで公表しました。 

この適正化方針の骨子は、加茂市教育委員会の諮問機関である「加茂

市立小中学校適正規模等検討委員会」が昨年 11月に取りまとめた「加茂

市立小中学校における適正規模・適正配置の在り方 答申」及び今年 1月

に実施した「加茂市立小中学校適正規模等に関する市民アンケート」の

結果などを踏まえ、小中学校の適正規模・適正配置、小中学校再編の基

本的な方針を示したものです。 

小中学校の規模を小学校は 12 学級から 18 学級、各学年にすると 2学

級から 3 学級、中学校は 9 学級から 18 学級、各学年にすると 3 学級か

ら 6学級としています。 

これは、全学年でクラス替えが可能になり、子どもたちが新たな出会

いや多様な考えに接し、豊かな人間関係を育む環境を整え、特に中学校

では全教科に免許を所有する教員を、さらに主要５教科には複数の教員

を配置できるものです。 

適正配置は、片道で小学校がおおむね 4キロメートル以内、中学校が

6 キロメートル以内という国の基準を踏まえつつ、スクールバスを活用

するなど児童生徒の負担を軽減するものとしています。 

この適正規模を実現するために、小学校は 1～2校に、中学校は 1校に

再編します。再編時期は令和 10年代初頭を目標としています。 

今後は現在策定中の公共施設再編アクションプラン及び長期財政シミ

ュレーション上において、他の公共施設整備や主要事業との調整を行っ

た上で「実現可能なもの」としてお示しする「適正化方針」を令和 5 年

度中に策定し、加茂市教育委員会と加茂市が一体となって、将来の充実

した教育環境の整備に取り組んでいきます。 
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２．マチミチ study現地勉強会 in加茂の開催について 

 

加茂市では、国土交通省との共催で、「居心地が良く歩きたくなる」ま

ちなかづくりに関心がある地方公共団体職員や民間事業者、学術研究機

関等を対象にした「マチミチ study 現地勉強会 in 加茂」を 10 月 23 日

13時から、山重・山の蔵で開催します。 

「マチミチ study 現地勉強会」は、「居心地が良く歩きたくなる」まち

なかづくりの推進に向け、先進事例を視察し現地で意見交換を行うこと

で、参加者同士が交流を図りながら見識を深めるための取組です。 

この取組は、国土交通省が開催自治体とともに平成 30 年度から全国

各地で実施しており、加茂市で 10回目となります。 

加茂市からは、加茂駅周辺まちなかエリアにおけるエリアプラットフ

ォームの構築など、市が取り組んでいる「賑わいと活力あふれた持続可

能なまちづくり」戦略をお話させていただくとともに、まちあるきを通

じて加茂の魅力を参加者の皆さまに知っていただきたいと思います。 

また、意見交換をとおして参加者と主催者双方にとって多くの気づき

が得られる機会になることを期待しています。 

参加希望の方は、別紙１に記載の申し込みフォームにから、10月 10日

17時までにお申込みください。また、取材申込については、別紙 2に記

載のアドレス宛にメールにて 10月 17 日 17 時までに登録してください。 

なお、参加申込に関するお問い合わせは、株式会社オオバ又は一般社

団法人ソトノバまで、取組に関するお問い合わせは、国土交通省都市局

街路交通施設課までお願いします。 

 

 

３．加茂市都市計画マスタープラン地域別懇談会の開催について 

 

現在加茂市では、まちづくりの将来ビジョンを描くため、加茂市都市
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計画マスタープランの策定作業を進めています。 

加茂市都市計画マスタープランには、市全体の構想を示すほか、市内

をいくつかの地域に分け、それぞれの地域の特性を生かした「地域別構

想」を策定し、地域ごとの課題やまちづくりの方向性を示すことになり

ます。 

この地域別構想の策定にあたり、地域別懇談会を開催し住民の方から

地域の課題や意見をお聞きしたいと考えています。 

ワークショップを通じ、将来の加茂市のまちづくり、地域づくりを考

え、様々な世代からいろいろな意見を聞くことができればと思います。 

地域別懇談会は市内 5会場で、令和 5年度と 6年度あわせて各 3回開

催する予定です。第 1回は次のとおり開催します。 

七谷小学校区は七谷コミュニティセンターで 11 月 10 日午後 6 時 30

分から 8 時 30 分まで、須田小学校区は須田コミュニティセンターで 11

月 11日午前 10時から 12時まで、石川小学校区は加茂市役所 3階 301会

議室で 11月 11日午後 2時から 4時まで、下条小学校区は下条コミュニ

ティセンターで 11月 24日午後 6時 30分から 8時 30分まで、加茂小学

校区・加茂南小学校区は地域交流センターで 11 月 25 日午後 2 時から 4

時まで、となります。 

お申し込みは、各回ともに開催日前の月曜日までに、申込用紙を郵送

またはメールで提出、もしくは申込フォームからお申し込みください。

申込用紙は加茂市ホームページ、建設課窓口にあります。詳細は 10月 16

日発行の広報かも 10月号や市ホームページでもご確認いただけます。 

第 2 回、第 3回の開催日時、会場は現在のところ未定ですが準備がで

き次第お知らせいたします。 

なお、各会場ともに定員 30名で、応募多数の場合は先着順とさせてい

ただきますのでご了承ください。 
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４．フリーマーケット「カモフリマ」の開催について 

 

8 月にご紹介いたしましたリユース推進の取組「カモフリマ」につい

て、開催が近づいてきましたので改めてご紹介いたします。 

「カモフリマ」は、10 月 7 日土曜日、午前 10 時から午後 3 時まで、

加茂市産業センターで開催します。 

リユースを目的に衣類、日用品、雑貨などが出品されます。出店ブー

ス数は、55ブースとなりました。大変多くの方からお申込みをいただき、

ありがとうございます。 

このほか、加茂市ブースでは市の備品販売、清掃センターブースでは

粗大ごみで出されたものの販売を行います。思わぬ掘り出し物があるか

もしれませんので、こちらも是非ご覧ください。 

当日は、縁日ブースを設け、事前に配布したチラシの縁日チケットで

アヒル釣りなどのゲームがお楽しみいただけます。工作コーナーでは、

絵を書いてオリジナルカップ作りができます。飲食ブースにはキッチン

カーが出店し、ランチはもちろん、スイーツも販売します。 

当日は、小さなお子さまから大人まで、多くの方が楽しめるイベント

になるよう準備を進めています。ぜひ、ご来場いただきカモフリマを楽

しんでいただきたいと思います。 

 

 

５．健康ウォークの実施について 

 

加茂市では、10 月 22 日に健康ウォークを実施いたします。今年は加

茂七谷温泉美人の湯をスタート・ゴールとするコースで、参加費は 100

円です。参加申込書は、9月 15日に全戸配布したほか、市のホームペー

ジ、健康福祉課窓口にあります。申込書に住所、氏名等をご記入の上、

当日の受付にお持ちください。受付で記入することもできます。 
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当日は、美人の湯 駐車場で午前 8時 15分に受付を開始し、9時 30分

にスタートとなります。12時までには終了する予定です。 

コースは、美人の湯から加茂川沿いを上流に向かい、三場橋から加茂

川左岸に渡り、さらに上流に向かい沢田橋を渡り、岩野地区の石動（い

するぎ）神社で折り返して棚田の中を通り、小乙地区の諏訪神社を通っ

て、美人の湯へ戻るコースとなっています。ショートコースは石動神社

には行かず、沢田橋で折り返して棚田の中を通るコースとなっています。 

ゴールの美人の湯では、加茂薬剤師会の健康ブースが開催され、健康

チェックやお薬・健康相談ができます。 

健康ウォークでは、かも健康ポイント参加者には最大 80 ポイントが

付与されます。 

なお、各コースを歩いた後にお渡しする完歩証を提示することで、美

人の湯の入館料が割引されますので、ぜひご利用ください。 

当日は、往復の無料臨時バスが午前 7時 50分、8時 10 分、8時 30分

に JR加茂駅前を出発し、中央コミュニティセンター、ローソン加茂桜沢

店、七谷コミュニティセンターを経由して美人の湯へ行きます。美人の

湯の駐車場には限りがありますので、こちらをご利用いただきたいと思

います。市内外からの多くの参加をお待ちしています。 

 

 

６．「カモナイトバザール」第 2弾の開催について 

 

加茂商工会議所サービス部会では、9月 22日に開催した「カモナイト

バザール」の第 2弾を 10月 20日に開催します。 

このイベントは、飲食業界の盛り上げと商店街の夜の賑わいを取り戻

すことを目的としており、このたび、会場を上町商店街に移しての継続

開催が決定しました。 

当日は、午後 5 時から午後 9 時までイベントが行われます。バザール
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会場や市内外からキッチンカーが大集合する予定です。 

なお、上町商店街の大通りは、午後 3時から午後 10時までの間、車輛

通行止めとなりますのでご注意ください。 

イベントの詳細やお問い合わせは、加茂商工会議所までお願いします。 

 

 

７．加茂市集落支援員の委嘱について 

 

加茂市は、令和 4 年度より「過疎地域の持続的発展の支援に関する特

別措置法」に基づく過疎地域に該当することになりました。その状況を

改善し産業や暮らしの維持を図るため、総務省の制度を活用し 10月 1日

付で鶴巻由加里さんを加茂市集落支援員に委嘱しました。加茂市の集落

支援員は、鶴巻さんが第 1号になります。 

現在、鶴巻さんは、加茂紙の保存と継承に取り組み、冬鳥越スキーガ

ーデンでの原料の栽培や、加茂紙漉場での和紙の生産に従事しています。 

このたびの委嘱は、特に七谷に重点を置き、加茂紙で培った知識や経

験を活かしながら、地域の寄り合いや行事などへ参加し、交流や話し合

いをうながして、集落の抱える課題の解決や活性化を図ることをねらい

にしています。そこで得た人脈や知見を活用し、やがては加茂紙の原料

栽培や生産を担う人材の育成にも結び付くことを期待しています。 

 

 

８．電子申請システムの共同利用開始について 

 

加茂市は、新潟県と県内 12 市町で電子申請システムの共同利用を開

始しました。新潟県で既に令和 4年度から導入済みの、株式会社 NTT デ

ータ関西が提供する電子申請システム「e-TUMO APPLY（イーツモアプラ

イ)」と汎用予約システム「e-TUMO RESERVE(イーツモリザーブ)」につい
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て、新潟県から各市町村へ共同利用の提案があり、このたび加茂市はこ

れらの電子申請システム、汎用予約システムを共同利用することとしま

した。 

加茂市はまず、国民健康保険被保険者証と後期高齢者医療被保険者証、

子ども医療費受給者証、重度心身障害者医療費受給者証、ひとり親家庭

等医療費受給者証、妊産婦医療費受給者証の再交付の申請受付を 10月 1

日から開始しています。 

今後は、キャンプ場などの公共施設の利用予約や職員採用試験の申込

み、各種イベントの申込みなど、電子申請の対象となる手続きの準備が

でき次第、順次拡大していく予定です。 
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加茂市では、産学官金が連携して開催する「加茂まちづくりフォーラム」の中で、学生が考える『地域をより
よくするためのアイディア』を実現するための企画を実施します！
フォーラム当日は、書類審査を通過した学生がそのアイディアを審査員の前で公開プレゼンテーションを行い、
コンテスト審査を通過した学生には活動資金の提供及びサポーター企業とのマッチングが行われます！現地勉
強会と併せてのご参加をご検討いただけますと幸いです！

加茂まちづくりフォーラム

国土交通省では、「居心地が良
く歩きたくなる」まちなかづく
り推進のため、先進事例を視察
し担当者同士が意見交換を行う
現地勉強会を開催しています。

第 10 回は、新潟県加茂市で開催
します。加茂市では、ウォーカブ
ルなまちづくりに代表される重点
施策の推進などまちづくり戦略に着
手し始めているところです。ウォー
カブルなまちづくりに向けた施策展
開を目的として、令和４年に民間企
業出身の人材を最高戦略責任者
（CSO）として任命しました。
本年度は、加茂駅周辺のまちなかエリ
アを対象に、まちづくり・にぎわいづ
くりへの取組を戦略的かつ継続的に進め
ていくため、エリアプラットフォームの
構築に向けて事業を推進しています。

「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづ
くりにご関心のある皆様、特に、これから
取組を進めていきたいとお考えの皆様のご
参加をお待ちしております！

in 加茂

日 時

10 23月 日 M
O
N 12:30- 開場

13:00- 開会・講演
17:00- 終了

会 場

山重・山の蔵
（新潟県加茂市仲町 4-15）

お申し込み

お申し込みフォーム【先着順】
申込締切：2023年10月10日（火）17:00

大木 和彦

エリアマネジメントによるウォーカブル戦略

マチミチ study
現地勉強会

▲現地参加によるワークショップ（昨年度の様子）

▲現地参加による現地まちあるき（昨年度の様子）

マチミチ study 勉強会の前日開催！
参加申込

やまじゅう 主　　催｜国土交通省・加茂市
開催形式｜現地＋WEB配信
定　　員｜現地参加：40名
　　　　　WEB配信：200名
参 加 費 |無料

開 催 概 要

株式会社テダソチマ

（申込URL ）https://forms.gle/En249d2zpjTdxRhGA

※フォームでの申し込みができない場合には、問合せ
　申込担当までご連絡ください
※同一団体から複数人申込みをされた場合は、申し込み状況に応じ
　て、一団体あたりの人数を調整させていただく場合があります。

藤田明美
加茂市長

特別講師 市長あいさつ

obara
Text Box
別紙１



国の制度及び先進的な事例の紹介

12:30 開場・受付

13:00 開会・市長あいさつ

13:05

基調講演

加茂市が進めるウォーカブル戦略・体制構築の紹介

14:10 加茂市現地まちあるき・グループワークショップ

プ ロ グ ラ ム

国土交通省 都市局 街路交通施設課
街路交通施設安全対策官 﨑谷唯比古

株式会社テダソチマ 代表取締役 大木和彦

加茂市 最高戦略責任者 市川 恭嗣

加茂市長 藤田明美

17:00 終了

※対面参加者のみ対象

愛知県出身。京都大学経済学部卒。電力会社、国会議員秘書を経て総合商社に入社。直
前はタイ・バンコクに駐在し、新規事業及び経営企画の責任者を務める。2022 年 10 月
1日より現職。

株式会社オオバ（担当　緒方、大矢、小柳）・一般社団法人ソトノバ（担当：秋元、小原）
E-mail: kei_ogata@k-ohba.co.jp　TEL：052-219-0087
国土交通省 都市局 街路交通施設課（担当：﨑谷、吉田、小島）
E-mail:hqt-machi-michi@mlit.go.jp　TEL ：03-5253-8111( 内線 32863)、03-5253-8417( 直通 )

2023 年10月23日（月）13:00-17:00マチミチ study 現地勉強会 in 加茂

須賀川が子どもたちに夢を与え、ここに関わる人々が未来への大いなる希望を分かち合
えるまちづくりの実践に向け、株式会社テダソチマを設立。空き家バンク、広場活用等
の事業に取り組む。さらに、2019 年に都市再生推進法人に指定され、2021 年に「須賀
川南部地区エリアプラットフォーム」を設立。以降、デジタル人材の育成、歴史文化の
街灯り景観形成等の事業に取り組む。

問 合 せ

まちあるきでは、加茂山や加茂川といった豊かな自然、それらに囲まれた中にあるアーケードが整備された商
店街や歴史的資源、路地沿いの水路など、「北越の小京都」と呼称されるコンパクトでウォーカブルな加茂の
まちなかを巡ります。グループワークショップでは、まちあるきを受けて、加茂市のウォーカブルなまちなか
形成に向けて、主催者、参加者でディスカッションします。

申込について

取組について








